

農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第144号

	お知らせの
タイトル
	農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第144号が発刊されました

	[bookmark: _Hlk89948011]概　　要
	農水省が平成２８年７月１５日に創刊した「農村ふるさと保全通信」は、多面の活動組織のネットワーク形成や、国民の皆さんへの理解醸成を推進することを目的としたメールマガジンです。
多面的機能支払の活動組織の紹介や、地域資源保全の新技術などの情報を月1～2回程度配信しています。（最新号は2024.12.20発刊の第144号です。）
バックナンバーについては、農水省のＨＰよりご覧になれます。

	


内　　容




	　
第１４４号の目次

１ 活動組織の活動紹介
☆久 (く)根 (ね)田舎 (いなか)地区地域資源保全協議会（長崎県対馬 (つしま)市 (し)）☆
水路や農道の草刈りを始めとする基礎的な保全活動のほか、直営施工で実施する農道のコンクリート舗装や景観植物の植栽など様々な活動に取り組んでいます！

☆新十津川 (しんとつかわ)地区活動組織（北海道新十津川町 (しんとつかわちょう)）☆
多面的機能の増進を図る活動「鳥獣被害防止対策及び環境改善活動の強化」として取り組んでいるアライグマ対策により、農業被害の軽減に貢献しています！

２ 活動組織の役員へのインタビュー　
☆糠 (ぬか)野目 (のめ)地域保全会（山形県高畠町 (たかはたまち)）☆
活動の継続を断念した過去がありますが、令和6年度から活動を再開しました！活動組織の代表者と副代表者の方にインタビューを行いました！

３ 活動組織の活動の啓発・普及紹介
☆千 (せん)畳敷 (じょうじき)台 (だい)保全会（青森県西津軽郡 (にしつがるぐん)深浦町 (ふかうらまち)）☆
写真を多用した広報誌を構成員や地域住民に配布し、共同活動への理解促進を図っています！

【編集後記】　　　　　　　　　　　　　　
以　　上



